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<ォ2, 111>で表わし, Z白身は(u¥, U2)とも表わすことにする°更に<-l,l>をIl,


























放に8′ :t<lのとき即ちx〔UCl, S)のとき¢COeU(ui, ｣)となる°故に¢(i)はt-
1において連続である° ｢司様にしてt--1においても連続であることが云える°
次に¢ L(s)がS-ll¥, S-U2において連続であることも大体同じように云える° (終)
〔1〕二次元の場合-の拡張｡
12-II XIl, h XJI
I2--Il-×Il-, J2--J10×JIO
とし(ォ, 6)〔I2又は(a, ft)〔J2のときcォ, *Oの8近傍とはU(a, <S)×U(b, ｣)と
する°例えばJ2の点Ol, Uz)の8近傍は





F(O, v〕) - (¢Cx), 串oo)とすればよい° (終)
〔2〕n次元への拡張°
Iπ-IIXIIX-･-･×Il, Jπ-JIXJ1--･×Jl














V牀, gS:n〔U (ォl, S) ->xn〔U dp, <?)と定義される°
またUrn f(_x)-b, lim fQx)土∞, Urn fQx〕-ォ, Urn f(_x〕-士-の定義も統一されて
x⇒a xうa x⇒±°° x⇒±二°｡
x, fix), p, q〔Jlとするとき
Iim fQxj-qとは
x-うJ)













3-) u2<a<b<cuiのときm(a, b~) -b-a
4-) 0<a<uiのときm(a, ui-) ---,桝(a, u2-) -u¥



































































な8をとればP, q〔Jlでm Cp, <?) <Sのとき常にm (/GO, /〔qX> <<?が成立つ｡
〔証明〕この命題の結論が成立たないとすると,適当なEoをとればどんな8をとってもJl
の適当な二つの元P, qをとればmCP> (?)<Oであるのにm(ftp), /(?))≧Eoとな
る°今8として0に収故する正数列{ォー}をとり, 8nに対して上のような性質を持つP, q









所が/OOC Ji- C*GJOよりfCPoX /(サ, fdqm〕 〔JIO
よって上述のEoに対しても適当な∂′をとれば





∴ m QfQpni). /G7-0) <どo之はnのいかんによらずm C/O), /(<?O) ≧ccoで
あることと矛盾する｡ (終)
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